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組織の構造・組織デザインについて理解が深まりました。

すべての階層で共通するコンピテンシー（ビジネス環境理解）

すべての階層で共通するコンピテンシー（グローバル）

すべての階層で共通するコンピテンシー（イノベーション）

すべての階層で共通するコンピテンシー（ビジネス環境理解）

第1回 組織論へのイントロダクション
第2回 ～マクロ編 1～ 組織論の歴史とコンティンジェンシー理論
第3回 ～マクロ編 2～ 組織構造と組織デザイン
第4回 ～マクロ編 3～ 新しい組織構造（1）
第5回 ～マクロ編 4～ 新しい組織構造（2）
第6回 ～マクロ編 5～ 組織における意思決定
第7回 アトラエの事例

ゲスト：新居佳英氏（株式会社アトラエ 代表取締役）
第8回 ～マクロ編 ６～ 組織ネットワーク

【概要】
企業で働く誰しもが、他者と目的をともにし、コミュニケーションを行って成果につ
なげることを組織として行っています。組織論は経営学の一分野ですが、日本ではあ
まり多くの人がしっかりと学んでいない実情もあります。実際に事業を推進していく
上で、組織をどのようにつくるか、組織の中で人と人とがどのようにコラボレーショ
ンしていくかは非常に大切なことです。
本講座では、成果をもたらす組織論について、具体的な事例を取り上げながら考えて
いきます。どの組織でも、役割分担、部門化、命令系統の設計、情報流通と調整機能
の設計、出来上がったルールを文書にして公式化するといったステップでデザインし
ていきますが、部下の数が多すぎると組織に無駄ができたり、管理し切れなくなった
りします。
組織で協働していく上で感じる課題等について、一歩引いて、捉え直してみる機会に
してください。


